










































































































































































　 　 　 　


















































は人員比率 とい う指標 を使ってお ります。
コーポレーションの業務で、1人が二つの部
署にまたがって仕事をこなしている場合であ
るとか、あるいはそれ以上ということもあり
ながら、その様な一つ一つの仕事に対して何
人が一年間通 じて担当しているのか、仕事の
用益に伴ってどれだけの人員を使って一つの
業務をこなしているのかを算出した訳でござ
います。
　ABCの導入によって得 られた成果と残る
課題につきましては、成果としては、M&A
をして新しいグループ会社を含めての体制に
対応できる仕組、制度ができたということ。
もう一点は、コーポレーションの収益安定が
期待で きるということです。売.ヒ高や人員
数、または利益の増減に左右されないシステ
ムが構築できたということでございます。
　もう一点は、配賦の適正化、合理性が高
まって分社各社への納得iが高まったという
ことで、毎年毎年の過度の説明が不要になっ
たという面では、担当部著としては大変あり
がたいことでございます。
　課題につきましては、オペL一 ション費用
の配賦につきましては一つの結論に至りまし
たが、グループのマネージメント業務に対す
る負担の適正化という点ではまだ課題を残し
ております。ここで先生からいただいた提案
というのは、ホールディングカンパニーとし
て各事業会社に投資をしている構造を踏ま
え、その投資の見返 りとして配当があり、マ
ネージメントの業務のコス トについては本来
この配当で充足すべきであるという考え方で
した。しかしながら、現在の事業会社すべて
が女定した配当を期待できる状況ではござい
ません。そういう点では所定の配"iを受ける
までの考え方として、経過措置としてグルー
プ運営費として徴収するという仕組で対1、じす
ることに致 しました。この配当によってグ
ループ運営費を満たせられるように各社の収
益体制の確立を200用年を迎えるまでの経営
課題の一つとしております。
　もう一点は、コーポレーション自身の問題
でございます。コーポレーションの経費を今
のABC基準に基づいてオペレーション費用
で割り振るわけでございますが、考え方とし
ては、コーポレーションは効率的な運営が図
られていて、経費の使い方にも無駄がないこ
とを前提とした上で、これを各社に割 り振り
ましょうということが基本的な考え方でござ
います。また、各事業会社各社からの信頼の
ある本部でなければならないということが大
前提です。そういう意味ではコーポレーショ
ンがきちんとした業務を行うと同時に、経費
も効率化が図られているという信頼が大切だ
という課題が、今後 も継続して存在するとい
うことを認識したということでございます。
　以上、簡単でございますが、今回のABC
の取 り組みについて、導入の経緯 と課題、苦
労した点ということについてお話をさせてい
ただきました。碓氷先生、安部先生には、導
入するに当たり大変お世話になりました。こ
の場をお借 りしまして、改めて御礼を申し上
げたいと思います。どうもありがとうござい
ました。これで発表を終わらせていただきま
す。
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